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＜Ａ・Ｂタイプ共通＞　　施工説明書
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※上図はＢタイプの姿図です。
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■部材表

■袋詰金物入数表

部品表(袋詰金物） 部品表(袋詰金物）

部材名(カウンターセット)

⑭

⑭

⑩ ⑨

⑯

⑮

⑪

②

③

③※

①

⑦

⑧

⑬

⑫

① カウンター １

数量 数量

② 受桟(大) １

③ 受桟(小）　※ ２

④

④

ボックス側板(右) １

⑤

⑤

ボックス側板(左) １

⑥

⑥

ボックス地板 １

⑦ ボックス前板 １

袋詰金物（カウンター) １

⑧ ボックス後板 １

キャビネット側板(右) １⑨

キャビネット側板(左） １⑩

キャビネット天板

キャビネット地板

1

1

⑪

キャビネット棚板 １

⑫

キャビネット裏板 １

⑬

キャビネット巾木 １

⑭

⑮

⑯ キャビネット扉 １

袋詰金物（キャビネット) １

部材名(キャビネットセット)

1

Ｌ型金具

8

2

Ｌ型金具固定ビス

1

3

カウンター受桟固定ビス

21

1

4 ボックス組立クギ

ソフトダウンステー(ビス付属)

65

6

ボンド

24

6 スライド蝶番 2

7 1

10

5

5

5

4

8

9

10

11

本体固定ビス

本体固定ビスキャップ

本体固定ビスワッシャー

マグネットラッチ(ビス付属)

12 棚ダボ

裏板固定クギ　

カウンターセット
数量数量

キャビネットセット

※Ｂタイプの場合
   ③受桟(小)は1本不要になります



平面詳細
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１．カウンター受桟の取付（Ａ・Ｂタイプ共通）

２－1．キャビネットの組立 （Ｂタイプ）

２－２．キャビネットの取り付け（Ｂタイプ）　　

�� � �

◆部材の構成と施工の流れ

１.受桟取付 ３.収納ボックスの組立 ４.カウンターの固定と
腰壁の施工

２.キャビネットの
組立と取付

壁に受桟(小)を取り付ける
※Bタイプで使う受桟(小)は1本です

蝶番の座金、マグネットラッチを
取付けて組立てる

扉に蝶番を固定して
キャビネットに取付ける

キャビネットを右端に設置し
内側から受桟に向かってビスを打ち固定する
また側板に棚ダボをはめ、棚板を取付けておく

関連金物

接着剤 マグネットラッチ

受桟固定ビス

関連金物

壁に受桟(大)を取り付ける

上
面

高
さ

＝
８

８
０

キャビネット裏面に裏桟を接着し
裏板を固定クギで固定する

裏板

側
板 裏板固定クギ　スライド蝶番

関連金物

本体固定ﾋﾞｽ
本体固定
ﾋﾞｽﾜｯｼｬｰ

本体固定
ﾋﾞｽｷｬｯﾌﾟ 棚ダボ

木ダボ接合部には 
必ず接着剤を

 入れる事

受桟(小)
Aタイプのみ

受桟(小)
A･B共通

受桟(大)
A･B共通

Ａタイプ

Ａタイプ

Ｂタイプ

Ｂタイプ



３－１．収納ボックスの組立①（Ａ・Ｂタイプ共通）

３－２．収納ボックスの組立②（Ａ・Ｂタイプ共通）　

関連金物

木ダボ接合部には 
必ず接着剤を

 入れる事

ソフトダウンステー

ソフトダウンステー本体を
取付ける

ソフトダウンステーのアーム取付座と
受けを取付けてから組立てる

※ソフトダウンステーに
同梱の説明書もあわせて
ご確認ください

�� � �

◆部材の構成と施工の流れ

１.受桟取付 ３.収納ボックスの組立 ４.カウンターの固定と
腰壁の施工

２.キャビネットの
組立と取付

Ａタイプ

Ａタイプ

Ｂタイプ

Ｂタイプ

関連金物

前板と後板を等間隔にクギで固定する
カウンターと収納ボックスを
Ｌ型金具で補強固定する

ボックス組立クギ

Ｌ型金具

Ｌ型金具固定ビス

２－３．収納ボックスの組立③

３．カウンターの固定と腰壁の施工

カウンターと受桟を接着剤と併せて
Ｌ型金具で２箇所(左右各１箇所)補強固定します

腰壁の下地を固定し、腰壁を施工して
クロスを貼って仕上げます
※腰壁の材料は現場調達になります

Ｌ型金具

Ｌ型金具固定ビス

ボックス組立クギ

関連金物

関連金物

ボックス内部からボックス前板とカウンターを
ボックス組立クギで補強固定します

�� � �

◆部材の構成と施工の流れ

受桟取付 収納ボックスの組立 腰壁の施工カウンターの固定

３－３．収納ボックスの組立③（Ａ・Ｂタイプ共通）

ボックス組立クギ

関連金物

ボックス内部からボックス前板とカウンターを
ボックス組立クギで補強固定します

Ｌ型金具
A・B共通

Ｌ型金具
Aタイプのみ

※Ｂタイプは右側にキャビネットが取付くため
Ｌ型金具2個が不要になります



４－Ａ．カウンターの固定と腰壁の施工（Ａタイプ）

４－Ｂ．カウンターの固定と腰壁の施工（Ｂタイプ）

カウンターと受桟を接着剤と併せて
Ｌ型金具で２箇所補強固定します

本体固定ビスで収納ボックスから受桟とキャビネットを固定します
腰壁用の下地を固定し、腰壁を施工してクロスを貼って仕上げます
※腰壁の材料は現場調達になります

扉

ボードガード
(側板一体/合板生地）

クロス
巻き込み

ボード

壁下地

左
側
板

関連金物

Ｌ型金具 Ｌ型金具固定ビス

本体固定
ビスキャップ

本体固定
ビスワッシャー

本体固定ビス
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◆部材の構成と施工の流れ

１.受桟取付 ３.収納ボックスの組立 ４.カウンターの固定と
腰壁の施工

２.キャビネットの
組立と取付

Ａタイプ

Ａタイプ

Ｂタイプ

Ｂタイプ

カウンターと受桟を接着剤と併せて
Ｌ型金具で２箇所(左右各１箇所)補強固定します

腰壁の下地を固定し、腰壁を施工して
クロスを貼って仕上げます
※腰壁の材料は現場調達になります

Ｌ型金具

Ｌ型金具固定ビス

関連金物
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